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岐阜県大垣市について
大垣市は、岐阜県の濃尾平野北西部に位置する。日本列島の一番「ど真ん中」にある都市である。
平成の大合併で旧上石津町・旧墨俣町が飛地で加わっている。
水道水源は地下水である。

大垣市



濃尾平野の地下水の流れ

濃尾平野周辺の山地
から地下水が大垣市
に集まっている

出典：土地条件図 国土地理院



なぜ大垣市に地下水が集まるのか

出典：東海三県地盤沈下調査会編（1985）
養老断層を境に東側が沈降、西側が隆起して
いるため、東から西へ地下水が集まってくる



地下水による産業発展



地盤沈下の発生

地下水の過剰揚水によって地下水位が低下し、
濃尾平野に地盤沈下が発生
三重県桑名郡木曽岬町の地盤沈下状況 出典：東海三県地盤沈下調査会



地下水の保全に向けて
年 月 内 容

昭和45年 地下水利用適正化調査地区の指定を受ける
昭和46年3月 地下水利用適正化調査報告書により過剰揚水が

指摘される

「大垣市地下水対策審議会」が設置される

市議会により「地下水対策委員会」が設置され
る

市民により「地下水を守る会」が結成される
昭和49年6月 「西濃地区地下水利用対策協議会」を設立

大垣市、垂井町、神戸町、揖斐川町、大野町、池田町で
構成

現在は大垣市・海津市・養老町・垂井町・神戸町・輪之内町・
揖斐川町・大野町・池田町と１２３事業所が加盟



地下水の保全に向けて
岐阜県は「観測地域」

出典：東海三県地盤沈下調査会



西濃地区地下水利用対策協議会の取組

（主要事業）

〇 地下水揚水量の自主的な規制

〇 地下水揚水量の把握

〇 地下水位の調査

〇 地下水採取者相互の協調



地下水揚水量の変化
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揚水量は半分以下に減少



大垣市内の地下水位の変化
名 称 場 所 深 度 帯水層 1973年 2022年

大垣井 岐阜協立大学内
３００

ｍ
G3 ８．２５ｍ ８．９９ｍ

興文井 興文小学校内 ４０ｍ G1 ２．７５ｍ ５．１１ｍ

西中井 西中学校内 ４０ｍ G1 １．４３ｍ ４．０７ｍ

江並井 江並中学校内
１００

ｍ
G1 １．４３ｍ ２．９０ｍ

地下水位は回復傾向



湧き水の復活に向けて



地域による保全活動



水都再生プロジェクト



令和5年度に実施したプロジェクト事業の実績



湧き水の広がり



水都の環境をいつまでも

望ましい環境像
『ハリンコが泳ぎ
ホタルが舞う水都・大垣』


